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研究成果の概要（和文）：本研究では、幼児を対象として「ぬいぐるみのとしょかんおとまり会」のプログラム
を検討し、実践と評価を行った。
従来のプログラムでは、子どもたちは初日にぬいぐるみと一緒におはなし会に参加してからぬいぐるみを図書館
にあずけ、翌日以降におむかえに行くという構成が多かった。本研究では、ぬいぐるみを初日にあずかり、最終
日におはなし会と参加者全員でのふりかえりを行い、ぬいぐるみが選んだ本と図書館での活動の写真を渡すとい
うプログラムを提案し、公共図書館と幼稚園・保育園で実践を行った。保護者を対象としたプログラム評価の結
果、評価は高く、また、幼児はぬいぐるみが選んだ絵本などに高い関心を示した。

研究成果の概要（英文）：This study examined the construction of stuffed-animal sleepover programs, 
and implemented and evaluated the revised programs.
On the first day, most existing programs began with a story hour at a library, following which the 
children left stuffed animals at the library and picked them up the next day. However, in the 
revised programs for libraries, children simply brought their stuffed animals to the library and 
left them on the first day. On the final day, a story hour and slide show on how stuffed animals 
contributed and participated in activities at the library was conducted. At the end of the programs,
 children were given books as if their stuffed animals had selected them and a photo album of the 
stuffed animals’ experiences at the library. The revised programs were implemented at the public 
library and at kindergartens or nursery schools. Most parents greatly evaluated the activities, 
stating that their children showed considerable interest in the books provided in the programs.

研究分野：図書館情報学、社会心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
公共図書館では、乳幼児とその保護者を対象としたさまざまなサービスが行われているが、来館者がサービス対
象となることが多く、また、提供するサービスの効果の実証は難しい状況にあった。このような状況に対して、
本研究は、参加者の本や図書館への関心などがより高まるように従来の構成を再検討した「ぬいぐるみのとしょ
かんおとまり会」を公共図書館だけでなく、幼稚園・保育園でも実施し、日頃公共図書館を必ずしも利用しない
幼児とその保護者を含めてその効果を明らかにしている。本研究の成果は、今後の「ぬいぐるみのとしょかんお
とまり会」の推進や乳幼児に対する読書活動への理解などにつながることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
「ぬいぐるみおとまり会」は、米国の図
書館で始まり、日本でも実践が増えてきて
いる。「ぬいぐるみおとまり会」のこれまで
の実践では次のような実施方法が多く見ら
れる（児童図書館研究会, 2012; Romriell, 
2011; Stippich, 2012）。まず、子どもたちは
お気に入りのぬいぐるみと一緒におはなし
会に参加する。その後、図書館がぬいぐる
みをあずかり、ぬいぐるみが図書館を探検
したり、本を読んだり、図書館で眠ったり
する様子を写真撮影する。翌日、ぬいぐる
みを迎えにきた子どもたちに写真を手渡し、
ぬいぐるみが選んだ本として（図書館員が
事前に選んだ）おすすめの本の貸し出しを
行う。「ぬいぐるみおとまり会」では、お
気に入りのぬいぐるみが選んだ本をその後
読むことを通して本への関心が高まること、
また、ぬいぐるみが図書館を探検したり、
本を読んだりする様子を写真で見て、図書
館への関心を高めることなどが期待されて
いる。 
このように、「ぬいぐるみおとまり会」
には基本的な構成要素があるが、図書館で
のより具体的な実践内容には違いが見られ
る。そのため、子どもの本や図書館への関
心を高めるプログラム構成や、このプログ
ラムを用いた実践の効果について検討を行
うことは、今後の公共図書館での実践に貢
献することができると考えられる。 
また、この「ぬいぐるみおとまり会」は
公共図書館のサービスとしてだけでなく、
公共図書館と保育園・幼稚園が連携して実
施していくことも可能であると考えられる。
公共図書館で開催される行事に参加するの
は絵本や図書館に行くことに関心の高い家
庭の幼児であるが、保育園・幼稚園で実施
すれば、絵本や図書館に行くことに関心の
低い家庭の幼児も参加することが可能とな
り、地域の子どもを対象とした新しい取組
としての展開が期待できる。 
 
２．研究の目的 
本研究では、従来の「ぬいぐるみおとま
り会」の公共図書館での実践を基に、子ど
もの本や図書館への関心を高めるプログラ
ム構成を検討する。この「ぬいぐるみおと
まり会」のプログラムを公共図書館と保育
園で実施し、子どもの本や図書館への関心
などへの効果を検討する。 
 
３．研究の方法 
(1) プログラム構成の検討 
文献調査に基づいて従来のプログラムの
構成要素を抽出し、公共図書館員と共同で
プログラム構成の検討を行った。 

 
(2)プログラムの公共図書館での実践と評
価 

2014年 7月に茨城県内の公共図書館で開
催した「ぬいぐるみのとしょかんおとまり
会」の実践には 17名、2015年 7月に開催
した活動には 14名の幼児が参加した。申込
者の特徴として、日頃の図書館でのおはな
し会にあまり参加していない子どもが多か
った。 
「ぬいぐるみのとしょかんおとまり会」
の評価では、参加した幼児の保護者を対象
として実施直後に質問紙調査を実施した。
質問項目は、1)「ぬいぐるみのとしょかん
おとまり会」全体に対する評価（5 件法）
とその理由（自由記述）、2)「ぬいぐるみの
としょかんおとまり会」のおはなし会の内
容に対する評価（5件法）などであった。 
 
(3)プログラムの幼稚園・保育園での実践と
評価 

(2)のプログラムを幼稚園・保育園の実践
用に改訂し、2016年に茨城県内の幼稚園・
保育園計5園に通う幼児96名を対象として、
「ぬいぐるみのとしょかんおとまり会」の
実践と評価を行った。 
「ぬいぐるみのとしょかんおとまり会」
への参加が幼児や保護者の読書や図書館へ
の関心を高めるかを検討するために、「ぬ
いぐるみのとしょかんおとまり会」の実施
群と対照群を設定し、幼児の保護者に対し
てぬいぐるみをあずかる前（事前質問紙）、
おはなし会の約 4週間後（事後質問紙）に
質問紙への回答を依頼した。質問項目は、
事前質問紙と事後質問紙において、1)「幼
児が図書館の話をする頻度」（4 件法）、
2)「保護者が図書館で幼児のために借りる
本の冊数」（10件法）などについて尋ねた。
また、おはなし会の実施直後には「ぬいぐ
るみのとしょかんおとまり会」の感想につ
いても尋ねた。 
 
４．研究成果 
(1) プログラムの検討と提案 
具体的には、従来の「ぬいぐるみのとし
ょかんおとまり会」のプログラムの内容を
次のように変更した。第 1の変更点は、お
はなし会を最初にぬいぐるみをあずかる日
にではなく、ぬいぐるみを返す日に行うこ
とであった。従来のプログラムでは、ぬい
ぐるみを返す日に、ぬいぐるみが選んだ本
として数冊を子どもに渡している。しかし、
おはなし会をぬいぐるみを返す日に行い、
このおはなし会の準備をぬいぐるみが行っ
たと説明することにより、おはなし会自体
への関心がより高まるのではないかと期待



される。 
第 2の変更点は、おはなし会をぬいぐる
みを返す日に行うことにより、本を選ぶだ
けでなく、図書館でおはなし会の準備をす
ることを含めて、ぬいぐるみが図書館にと
まってさまざまな「図書館の仕事を手伝う」
ことを子どもたちにより明確に伝えること
であった。このような説明や、ぬいぐるみ
の図書館での仕事ぶりを記録した写真によ
り、子どもたちは、本への関心だけでなく、
図書館や図書館でのさまざまな仕事に対し
ての関心が高まるのではないかと期待され
る。 
第 3の変更点は、ふりかえりの重視であ
った。ぬいぐるみがおはなし会の準備をし
たり、図書館のカウンター業務を手伝った
りなど、図書館でどのように過ごしたのか
という過程を、写真のスライドショーで子
どもたち全員でふりかえることにより、本
や図書館への関心がより高まることが期待
される。 
以上の点を変更した「ぬいぐるみのとし
ょかんおとまり会」の最終的なプログラム
は次の通りである。まず、図書館がぬいぐ
るみをあずかり、翌日、スタッフが図書館
内でのぬいぐるみの様子（図書館で仕事を
する様子や本を選んだりする様子）を撮影
する。そして、最終日には、子どもたちが
お気に入りのぬいぐるみと一緒におはなし
会に参加した後、子どもたちにぬいぐるみ
と、図書館での様子を撮影した写真などを
手渡し、ぬいぐるみの選んだ本として、そ
れぞれの子どもの好みを参考に図書館員が
選んだ本を貸し出すという構成になってい
る。 

2014年 7月の「ぬいぐるみのとしょかん
おとまり会」のおはなし会の内容は、絵本
の読み聞かせ、パネルシアター、大型絵本
の読み聞かせであった。また、2015年 7月
の「ぬいぐるみのとしょかんおとまり会」
のおはなし会の内容は、2 冊の絵本の読み
聞かせ、紙芝居であった。 

 
(2)プログラムの公共図書館での実践と評
価 
「ぬいぐるみのとしょかんおとまり会」
全体に対する評価とその理由について、保
護者を対象とした質問紙調査の結果、2 回
の実践ともに今回の活動内容は高く評価さ
れていた。2014年 7月の「ぬいぐるみのと
しょかんおとまり会」全体に対する評価に
ついては、有効回答者（14 名）のうち 13
名（93%）が「1: よかった」と回答してい
た。また、2名が「2: どちらかといえばよ
かった」と回答していた。2015年 7月の「ぬ
いぐるみのとしょかんおとまり会」全体に

対する評価については、有効回答者（12名）
のうち 10 名（83%）が「1: よかった」、1
名が「2: どちらかといえばよかった」と回
答していた。 
この評価の理由としては、ふりかえり（写
真やスライドショー）、図書館へ来るきっか
け、家庭での読み聞かせの促進などがあげ
られており、今回の活動への参加が子ども
たちの本や図書館とのかかわり方によい影
響を及ぼしていることが示唆された（表 1、
表 2）。 
 
 
表 1  2014年 7月の「ぬいぐるみのとしょ
かんおとまり会」を高く評価した理由 

高く評価し
た理由 

具体的な記述例 

プログラム
の内容がよ
かった 

ぬいぐるみが本を選んでくれた／
おはなし会をイキイキと聞いてい
た／写真がかわいかった／スライ
ドでぬいぐるみの仕事の様子が分
かった、など 

企画自体が
よかった 

夢のある企画／子どもの目線にあ
って考えられた企画／今までにな
い企画でよかった、など 

本やぬいぐ
るみへの愛
着が深まっ
た 

本への愛着が深まった／ぬいぐる
みの図書館での仕事の様子を見て、
今後ぬいぐるみをもっとかわいが
る気がする、など 

図書館に来
るきっかけ
になった 

今まで機会がなかったが、子どもを
連れてくることができてよかった、
など 

子どもの成
長が実感で
きた 

いつも一緒にいるぬいぐるみと離
れて子どもが少し自立した気がす
る、など 

 
 
表 2  2014年 7月の「ぬいぐるみのとしょ
かんおとまり会」を高く評価した理由 

高く評価し
た理由 

具体的な記述例 

プログラム
の内容がよ
かった 

ぬいぐるみが本を選んでくれた／
おはなし会の手遊びが初めての体
験だった／子どもが写真を見て喜
んでいた／スライドショーでぬい
ぐるみが図書館でどのように過ご
したかが分かった、など 

本を読むき
っかけにな
った 

本をもっと読む／読み聞かせをす
るきっかけになった 

子どもの成
長が実感で
きた 

子どもなりに図書館の楽しみ方を
見つけた、など 

その他 おはなし会に参加して、子どもの読
み聞かせの参考になった、ぬいぐる
みへの愛着が深まった、など 

 
 



「ぬいぐるみのとしょかんおとまり会」
のおはなし会の内容については、保護者を
対象とした質問紙調査の結果、2 回の実践
ともに高く評価されていた。2014年 7月の
「ぬいぐるみのとしょかんおとまり会」の
おはなし会の内容については、有効回答者
（13 名）のうち 10（77%）名が「1: よか
った」、2 名が「2: どちらかといえばよか
った」と回答していた。2015年 7月の「ぬ
いぐるみのとしょかんおとまり会」のおは
なし会の内容については、有効回答者（12
名）のうち 8（67%）名が「1: よかった」、
4名が「2: どちらかといえばよかった」と
回答していた。 
 
(3)プログラムの幼稚園・保育園での実践と
評価 

2014 年度および 2015 年度の公共図書館
での実践と評価の結果に基づいて、従来の
プログラムとは異なり、ぬいぐるみを幼稚
園・保育園で初日にあずかり、ぬいぐるみ
を図書館に連れて行って写真撮影を行い、
最終日におはなし会と参加者全員でのふり
かえりを行い、ぬいぐるみが選んでくれた
絵本やぬいぐるみが図書館で活動する写真
を渡すというプログラムを実施した。 
おはなし会直後の幼児の図書館への関心
は全体的に低い傾向が見られた。このよう
に、幼稚園や保育園での実践においては、
ぬいぐるみの活動の場が図書館であること
を幼児により分かりやすく伝える工夫が必
要であることが示唆された。 
事後質問紙と事前質問紙の差得点を分析
した結果、保育園に通う幼児では、「ぬい
ぐるみのとしょかんおとまり会」の実施群
のほうが保護者が図書館で幼児のために借
りる本の冊数が多くなることなどが示され
た。また、「ぬいぐるみのとしょかんおと
まり会」の感想の内容を分析した結果、幼
児はぬいぐるみが選んだ絵本やぬいぐるみ
の写真に高い関心を示し、2014年度および
2015 年度の公共図書館での実践と同様の
傾向が見られた。 
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